
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

美東総合支所庁舎等複合施設に関する 

市民ワークショップニュース 

 

No.４ 
2022.７.27 

第４回市民ワークショップを開催しました 

美東総合支所庁舎等複合施設の整備に向け、これまでワークショップの開催をはじめ住民の皆さん

とともに検討を重ね、令和２年１月に基本設計を策定しました。 

昨年度に引き続き、今年度の市民ワークショップでは、特に課題となっている「交通・買物・通院」「子

ども・子育て」「施設・情報・災害・ICT」の３つのテーマについて、話し合いを深めていきます。 

◆第４回（６月 2３日）の様子 

※ワークショップとは、グループに分かれて意見やア
イデアを出し合い、考えをまとめていく話し合いの
手法のことです。 

最後に、各グループリーダーが部会で出てき

た意見を発表しました 

第４回目となった今回のワークショップでは、まず現段階での実施設計の素案が示された後、前回に

引き続きテーマ別の部会に分かれ、各グループリーダーを中心としてテーマに関する話し合いを行い

ました。回を追うごとにグループのメンバー同士で打ち解けていき、各グループとも和気あいあいとし

た雰囲気の中で、それぞれのテーマに沿った議論を深めておられました。 

５回目以降からの参加も可能ですので、たくさんの皆さんのご参加をお待ちしています。 

 

「交通・買物・通院」部会 「子ども・子育て」部会 

「施設・情報・災害・ICT」部会 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

◆グループワークでの話し合いの内容 

・新しい複合施設から県道まで出ることのできる幅の広い道路が必要。大田地区の住民は日常

的に利用している道路があるが幅員が狭く、一部の軽自動車と歩行者しか通行できない。 

・現在、小・中学生の送迎バスは体育館の傍で乗降することになっているが、体育館の敷地内で

雨の日などを配慮して屋根付きの待合をつくり、乗降できるようにしてほしい。複合施設の利用

者も待つことができる。 

・大田地区内を周回する公共交通があると良い。停留所の候補地としては、①体育館の敷地内、

②複合施設に移転することに合わせて遊休地となる美祢市商工会美東支所、③ホームセンター

またはドラッグストアが良い。大田地区の北部、中心部、南部となっており利便性が高い。 

 

 

交通・買物・通院 周辺交通に関する具体案について話しました。 

・（実施設計の素案について）図書館部分は、小さいお子さんのいる親子にも配慮されていて良

いと思う。外の読書室は無くてもよいのではないか。 

・子どもに、おやつやちょっとした食事などを取らせたいときに図書館のスペースは使えないの

で、市民サロンにも、親子が靴を脱いでくつろげるスペースがほしい。実施設計案のような大

きなセルフカフェのテーブルや椅子は必要ないので、畳またはカーペットで１段高くなっている

ようなスペースがあるとよい。子どもだけでなく高齢者の方にとっても、使いやすい施設になる

と思う。 

・中庭は、夏の猛烈な暑さに配慮した涼しい空間となるよう工夫をお願いしたい。 

・児童クラブのお迎え時の対応は大変。庁舎の中を通らなくてもお迎えが可能となるような運用

にしてほしい。 

子ども・子育て 実施設計の素案について、子ども・子育ての視点から意見

を出し合いました。 

交通・買い物・通院部会 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                         

 

 

 

 

 

 

施設・情報・ICT・災害 情報・ICTと災害に関連し、何が必要かについて話しました。 

・現保健福祉センタートイレは、屋外から出入りできると良い。 

・施設内での貸出用パソコンがあるといい。  

・身障者用駐車場等にカーポートを設置し、カーポートの屋根に太陽光発電設備を設置したらどうか。 

・施設内外部に太陽光発電で動く防災情報（天気情報）の表示板のようなものがあると良い。 

・「かまどベンチ」という、普段はベンチとして使えるが、中にかまどが入っていて災害時に使用できる物

があるので採用してはどうか。 また、マンホールトイレも検討して欲しい。 

・災害時を想定したお泊まり体験をしてみて、必要な備品等を検証してみたらどうか。 

・災害時、テレビが見られなくてもスマホで情報を得られることもある。高齢者でもスマホが使えるよう

に高齢者向けのスマホ教室を開催してほしい。 

・ハザードマップを見ながら実際に現地を歩いてまわるツアーを実施してみてはどうか。 

子ども・子育て部会 

施設・情報・ICT・災害部会 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 美東総合支所庁舎等複合施設に関する 

第５回市民ワークショップのお知らせ 

日時：令和４年８月 30日（火） 18：30～ 

場所：美東保健福祉センター 

【問合せ先】 

美祢市総務企画部 

美東総合支所 総合窓口班 

 TEL  08396-2-5000 

 FAX  08396-2-5111 

 Mail m-sogomadoguchi@city.mine.lg.jp  

＜第５回の内容＞ 

① 交通・買物・通院部会 

② 子ども・子育て部会 

③ 施設・情報・ITC・災害部会 

上記①②③のテーマごとの部会に分かれて、話し合いを行い

ます。 

※新型コロナウイルス感染拡大の状況により延期にする場合があります。 

◆実施設計案について 

グループワークに先立ち、現段階での実施設計案をお示ししました。 

基本設計からの主な変更点は以下のとおりです。 

・多目的ホールを縦長から横長へ。常設のステージは設置しない。面積は微増。 

・図書館の形状の変更。       ・市民サロンの面積の微増。 

・トイレ等への通路の変更。     ・多目的ルーム（児童クラブ使用）の面積の微減。 

また、これらの変更について、皆さんからの質問やご意見をお聞きしました。 

 

 

 

Ｑ）多目的ホールのステージが無くなったことと、図書館の閉架書庫が無くなった理由につい 

て説明してほしい。 

⇒Ａ）ステージについては、前回のワークショップで、ステージは使用頻度が少ないので常 

設せずにスペースを広く使ったほうが良いという意見で一致したことや、災害時避難 

所として使用する場合にも無いほうが使いやすいことから、常設しないこととした。 

書庫については、同時に建て替わる美祢図書館を本館として綿密に連携し、美東の

図書館に無い図書も、すぐに本館から取り寄せられるようにするため、設置しないこと

とした。また、将来的に電子書籍が増えていくことも想定している。 

Q）既存建物の外から入れるトイレは現在和式だが、洋式に変えることは可能か？ 

  ⇒A）変更は可能である。検討したい。 

Q）調理室の裏側まで車を進入させることは可能か。 

  ⇒A）可能だが、北側の駐車場から出入りすることになる。南側からは通行不能。 


